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James　Joyceにおける手法の展開
一Stephen　HeroからAPortrait　of　the　Artist　as　a　Young
Manへの変化を中心として一
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1
　James　Joyceはその自伝的（autobiographical）な小説，“A　Portrait　of　the　Artist
as　a　Young　Man”（以下“Portrait”と略記）の完成にほぼ十年の歳月を費した
のであった。Richard　EllmannのJoyce年譜によれば，それは1904年にまず，
“APortrait・f　the　Artist”として起稿され，のち“Stephen　Hero”と改められて，
1905年にはその第24章まで書き終った。（もっともJoyceの予定では，まだ書
かれるべき39章が残っていたということではあるが。）更に1907年に彼はこ
の“Stephen　Hero”を全面的に改稿して，全篇を5章で完結する予定をたてて，
そのうち第3章までを書き上げたのであった。1910年（あるいは1911年とも
伝えられるが）には，その原稿がJoyceみずからの手によって焼却されかけた
という，今や伝説的色彩を帯びるに至った事件があったが，ともあれそれは
1914年にその決定稿とも言うべきものがEgoist誌上に連載され始め，t翌1915
年9月に完結されたのであった。したがってJoyce自身がこのf乍品の創作年代
をその末尾に　　“Doublin　1904
　　　　　　　　Trieste　1914，，
と書いた時に，そこには明らかにfictionが存在したのであった。　fictionとい
えば実は，“Portrai重”自体がfictitiousであるのだ。しかるに“Stephen　Hero”
はかなりfactlyであると思われる。つまり“Portrait”がautobiographicalで
あるのに対し，“Stephen　Hero”はautobiographyである，と言うことができる
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のである。この意味から言って“Stephen　Hero”と“Portrait”との問には，
作品の質において断絶があり，そのことはこれ等二つの作品の手法及び構成の
相違に明瞭にあらわれているのである。J・1．　M．　stewartは「それ（stephen
Hero）ぱJoyceの性格の全基本的な構造を綿密に規定するについて奇妙な重
要性を持っている」（1）と言っているが，むしろ“Portrait”との関連において
彼の言葉は充分な意味を持つもののように思われる。
　ここで問題になるのは，Joyceが何故1907年に至って突然その手法及び構成
の点において“Stephen　Hero”を大きく改めなければならなかったのか，とい
うことである・それには“Stephen　Hero”の原稿をある新刊の雑誌に持ち込ん
だところ拒絶されたという事情などがあったにせよ．，“Dubliners”の中の〈Ivy
Day　in　the　Committee　Room＞におけるEdward　VIIについての言及の件で，
出版社と激しい確執があった時にGeorge　Vに嘆願書を出したと言われている
JOyceについては，外的な事情でその作品の質を大きく変更することなどは到
底考えられぬことである。したがってその真の原因はJo夕ce自身の内部に根ざ
したものであった，と見ることが当を得ているように思われる。
　このことは，穿3ヨ1907年に“Dubliners”中の異色作ぐThe　Dead＞が書か
れたという事実に照らしてみるとき，なお，一層興味深いことである。もっと
端的に言うならば，1907年を境として芸術家Joyceは大きな転回を成し遂げ
たのであり・その転回点のland・narkとなるのが〈The　Dead＞であり，それ
を機にして“Portrait”が完成されたと言い得るのである。そして“Portrait”
と“Stephen　Hero”とを併置して眺めるときに，　Joyceにおける芸術家として
の生長過程を，われわれは垣間見ることができるのである。
H
　“Portrait”と“Stephen　Hero”とは，その手法及び構成の点において質的な
相違があるにもかかわらず，この二つの作品に見られる作者Joyceの精神的傾
斜は同一である。それは，他に対してはarrogantな態度であり，対現実的に
はaloofな精神的傾斜であった。実はこの精神的傾斜こそが，　Joyceの幼児時
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代からその生涯を貫いて堅持されたものであり，すでに1896年，彼がまだ
Belvedere　Collegeの生徒であった時に書かれた作文ぐTrust　not　Appearances＞
に早くもその繭芽が見られるのである。
　‘‘There　is　nothing　so　deceptive　and　fbr　all　that　so　alluring　as　a　good
　surface．，，（2）
ここに見られるのは14才の少年にしては早熟過ぎる用心深さであり，且つ，
‘‘ D．．＿Iwill　not　serve　that　in　which　I　no　Ionger　believe，　whether　it　call　itself　my
home，　my　fatherland，　Qr　my　church：and　I　will　try　tQ　express　myself　in　some
mode　of　life　or　art　as　freely　asIcanand　as　wholly　as　I　can，　using　fbr　my
defence　the　only　arms　I　allow　myself　to　use－silence，　exile，　and　cunning・”（3）とい
う精神に直結する傾斜を示すものである。この精神的傾斜は，ある時には環境
に対する反逆精神となってあらわれ，またある時には孤独を愛する意識とな
り，またある時にはexile意識となってあらわれて来るのである。
　たとえば前述したEdward　VIIについてのGe・rge　Vへの直訴に関連してよ
く引き合いに出される例として，“P。rtrait”におけるStephen　Deadalusが
C｝ongowes　Wood　Collegeに在学していた当時，　Father　Dolanから不当な罰を
受けた時に直接rect・rに訴えて自己の正しいことを主張した個所（4）であるが，
これはJoyceの頑固なまでに他にゆずることをしないaloofな精神の反映とみ
て差し支えないであろう。
　このような唯我独尊的な，いわば孤高の精神は，長じては環境への反逆の精
神に直接つながる精神的傾斜を示している。stephen　Deadalus（Joyceと置ぎ
換えることも可能である）が幼児時代から置かれた環境はカトリシズムの幾重
にも取り巻いている環境であった。否それは単に彼を外部からとり囲んでいる
というような，なま易しいものではなかったのである。それは彼の魂の奥底に
まで根を張りめぐらした，つまり彼の生命の根底をなすものであったのだ。
“Portrait”は，このようなカトリシズムに対してstephen　Deadalus（実はJoyce＞
がいどんだ果敢な苦斗の歴史である，と言っても言い過ぎではないであろう。
この意味では“Portrait”は裏返されたカbリック文学である，とも言い得るの
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　である。Stephen　Deadalusが「情欲の罪」を犯した時，彼の魂が地獄の罰の恐
　怖におののく様子が第3章において詳述されているが，その恐怖感こそが，何
　よりも雄弁にカトリシズムの重圧に坤吟する彼の魂を物語るものである。魂の
奥底まで根を張っているカトリシズムから離脱することは，したがって，彼に
　とっては人間としての存在を根底から揺さぶる大事件であったのだ。Joyceは
　“Tha亡kind　of　Christianity　which　is　called　Catholicism　seemed　to　him　to　stand　in
hi・w・y・・d　f・・thwith　he　rem…d・it・H・h・d　bee・・b・・ught・。p・i。　th。　b。li，f。f
the　Roman　supremacy　and　to　cease　to　be　a　catholic　for　him　meant　to　cease　to
be　a　Christian・”（5）と“Stephen　Hero”の中で言っているが，“cease　to　be　a
Christian”とは彼にとってみればまさに人間たることを廃止するにも等しい苦
行であったことだろう。それは宗教的環境を異にするわれわれには，到底想像
も出来ないものであったろうと思われる。彼（Stephen　Deadalus）をしてこのよ
うな苦行に直面し，カトリシズムよりの決定的な離脱ゐきっかけとなった事件
は皮肉にもdirectorが彼に司祭になることを勧誘したことにあった。　directo，
は彼に洵々として司祭の責務の重大さを説く。
　　“T・・ecei…h…all，　S・・ph・・，・・id・h・p・i…，i・th，　gre。，，、、　h。n。。。，h。、
the　alm三gh・y　g・d…b・…w・p・・am・n．　N・ki・g。r．。mper。，。。、hi、　ea。，h
has　th・p・wer　bf・h・p・i・…fg・d・N・ang・1・・arch・ng・l　i。　h。。。。。，。。，ai。，，
n°t　even　th・Blessed　Vi・g三・h…elf・・ha・・h・p・w…f・p・i・…fg・d・th。　p。wer
°f　’h・k・y…h・p・w・…bi・d・nd・・1…efr・m・i・，・h・p・w。，。f。x。rci、m，，he
P°we「t°cast・ut　fr・m亡he　creat・re・・f　g・d・th・e・il・pi・it・tha・h・v・p。wer。。。r
th・m・・h・p・w・・，・h・au・h・・i・y，・・m・k・・h・g・ea・g。d。f　H，a。，。。。m。　d。w。
up°n　th・al・er　a・d・・k・・h・f・・m・f　b・ead・・d　wi・・．　Wh…n・wfu1　p。wer，
Stephen”（6）とQ
　しかしこのよ．うな説得も，いやこのような説得だったからこそ，Stephenは
カトリシズムから離脱する（この場合はむしろ逃れる）決心をしたのであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　ゆ　　　’“Th・v・i…fth・di・ect・・U・gi・9．up・n・him・th・p・。ud。1。im、。f　the　church
and　th・my・・ery・nd　p・wer・f・h・p・i・9・ly・thce・ep・a・・d　i・・elf　idly　i・hi・m・m。，y．
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His　soul　was　not　there　to　hear　and　greet　it　and　he　knew　now　that　the　exhorta－
tion　he　had　listened　to　had　already　fallen　into　an　idle　formal　tale．　He　would
never　swing　the　thurible　before　the　tabernacle　as　priest．　His　destiny　was　to
be　elusive　of　social　or　religious　orders．　The　wisdom　of　the　priest’s　appeal　did
llot　touch　him　to　the　quick．　He　was　destined　to　learn　his　own　wisdom　apart
from　others　or　to　learn　the　wisdom　of　others　himself　wandering　among　the　snares
of　the　world．”（7）つまりarrogantな』rtephen　Deadalusにとって，カトリシズ
ムの厳重な位階の世界に入り込むことは不可能であった。だからこそdirector
の勧誘も彼にとっては“an・idle・formal　tale”にしか過ぎず，彼に残された道は
“to　learn　his　own　wisdom　apart　from　others　or　to　learn　the　wisdom　of　others　him－
self　wandering　among　the　snares　of　the　world”しかあり得なかったのである。
この姿こそ実はJoyceの姿に他ならないのである。
　　また“Portrait”には描かれていないが“Stephen　Hero”に描かれている，妹
Isabe1の死が与えた影響も見逃すことはでぎない。彼は妹Isabe1の死によっ
て神の空虚，人生の不条理を痛感するのであった。
　　‘‘Life　seemed　to　him　a　gift；the　statement‘I　am　alive’seemed　to　him　to　contain
asatisfactory　certainty　and　many　other　things，　held　up　as　indubitable，　seemed
to　him　uncertain．　His　sister　had　enjoyed　little　more　than　the　fact　of　life，　few
or・none　of　its　privileges．　The　supposition　of　an　allwise　God　calling　a　soul　home
whenever　it　seemed　good　to　Him　could　not　redeem　in　his　eyes　the　futility　of
her　life．　The　wasted　body　that　lay　bef（）re　him　had　existed　by　Sufferance；the
・pi・it　th・t　dw・lt　th・・ein　h・d　lit・T・lly　n・ver　dared　t・live・・nd・h・d・・t　l・a・n・d
anything　by　an　abstention　which　it　had　not　willed　f（）r　itsel£，’（8）
　　つまり万能の神でさえも彼にとっては無力に思われて，信じるに足りない存
在であったのだ。唯一め信じ得べき事実は“Iam　alive”という事実，畠つまり
「自己の生存」以外には有り得ないのであった。そのような「自己の生存」を，
寺？充実させることこそ彼に与えられた宿命と観じたのである。魂の奥底まで
根を張りめぐらしていたカトリシズムの信仰を否定して「自己の生存」を充実
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することは，何によって可能であったのだろうか。この疑問に対する解答はし
ばらく措くとして，stephen　Deadalus（つまりJoyceと見てもよい）をここまで
追いやった根底には彼の，前述したような精神的傾斜が作用していたことはい
なめない事実であろう。
　神そのものに疑問をいだいた彼は，カトリック色の濃厚な家庭から，そして
祖国から離脱するようになったことは理の当然である。彼のaloofな傾向は，
自らをexileの境遇に追いこまずにはおかなかった。彼のexileとしての意識
はまず，カトリシズムからの離脱によって形成され，生長していったのである。
事実Joyceは1902年にダブリンを去り，パリに行ったが，19G3年に母危篤
の電報に接して再びダブリンの土を踏み，1904年には再度ダブリンを後にし
て，それ以後死ぬまでの問にダブリンに帰ったのは，原稿の出版等に関する用
事のためであり，短期間の滞在にすぎなかったのである。「精神的exile」は「事
実上のexile」でもあったわけである。
’幼児の頃から心の中に植えつけられて，いわば自分の心の一部にもなってし
まっているカトリシズムからの離脱は，彼を生み，育ててくれた母親からの離
脱に連なる姿勢であり，Joyceは“Portrait”においてその事を象徴的に述べて
いる。つまりStephenの父親が，彼のために大学のことを何か聞き出そうとし
て大学に入って行った後で，父が出て来るのを待つていた時に，彼は突然父を
待つのを止め，その場から逃げるようにして立ち去るのであるが，その時に母
親からの離脱をはっきりと意識するのであった。
　‘‘Yes，　his　mother　was　hostile　to　the　idea，　as　he　had　read　from　her　listless　silence．
Yet　her　mistrust　pricked　him　more　keenly　than　his　father’s　pride　and　he　thought
・・ldly　h・wh・h・d　w・t・h・d　th・f・ith・whi・h　w・・f・di・g　d・wn　i・his　s・ul・gi・g
・nd・t・ength・i・g　i・her　ey・・．　A　dim・・t・g・ni・m　g・thered　f・rce　withi・him
・nd　d。，k。n，d　hi、　mi。d。，　a，1。ud・ag・i・・t　her　di・1・y・1ty・nd　wh・n　i・passed・
・1・udlik。，1。avi。g　hi、　mi・d・eren・and　d・・iful・・w・・d・h・・ag・i・・h・　w・・　m・de
伽・・45功媚磁伽‘・・鯉げ・加泌・」・・・…4・晦げ彦励幅・”（9’（イタリ・
ク筆者）
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ここでは明らかに母親は宗教（カトリシズム）と同一視されている。つまりヵ
トリシズムは単に彼を外的にとり巻く環境とか，幼児から彼の心に教育された
というような，つまり外部的な力である以上に，彼に生命そのものを与えたも
のとしての存在であったのだ。
　自分をこの世に生み，育ててくれた母親からさえ離脱した彼にとっては，父
から，そして家族や友人からの離脱はな餐更容易なことであった。母親からの
離脱を意識するずっと以前に彼は，すでに父親と一緒にいても孤独を感じる
exileになっていたのであった。それは父親と共にCorkを訪れ，父親が旧友と
乾杯する時のことであった。
　‘‘Stephen　watched　the　three　glasses　being　raised　from　the　counter　as　his　father
and　his　two　cronies　drank　to　the　memory　of　their　past．　An　abyss　of　fortune
or　of　temperament　sundered　him　from　them．　His　mind　seemed　older　than
theirs：　it　shone　coldly　on　theiy　strifes　and　hapPiness　and　regrets　like　a　moon
upon　a　younger　earth．　No　life　or　youth　stirred　in　him　as　it　had　stirred　in　them．
He　had　knoWn　neither　the　pleasure　of　companionship　with　others　nor　the　vigour
of　rude　male　health　nor丘lial　piety．　Nothing　stirred　within　his　soul　but　a　cold
and　cruel　and　loveless　lust．　His　childhood　was　dead　or　lost　and　with　it　his　soul
capable　of　simple　joys　and　he　was　drifting　amid　Iife　like　the　barren　shell　of　the
moon．，，（10）
ここには父親からの離脱のみならず，彼をとり巻く，すべての物に対する冷や
かな態度があり，すべての物からの離脱への傾向がある。それは，自ら孤独を
求め，孤独を愛する精神である。それはしたがって，“You　talk　to　me　of
nationality，1anguage，　religion，　I　shall　try　to　fly　by　those　nets・”（11）という絶対
　，
的な孤独へ走ろうとする傾斜を示している。
　‘℃ranly，　now　grave　again，　slowed　his　pace　and　said；
　－Alone，　quite　alone．　You　have　no　fear　of　that．　And　you　know　what
　the　word　means　？　Not　only　to　be　separate　from　all　others　but　to　have　not
　even　one　friend．
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　一Iwill　take　the　risk，　said　Stephen．
　－And　not　to　have　any　one　person．　Cranly　said，　who　would　be　more
　than　a　friend，　more　even　than　the　noblest　and　truest　friend　a　man　ever
　had．”（12）
この引用文に見られるStephen　Deadalusの孤独への傾斜は，　Joyce自身のも
のに他ならなかったのである。事実Joyceが1902年ダブリンを後にしてパリ
に行く決心をしたとき，Lady　Gregory宛の手紙で，彼は次のような事実を言っ
ている。
　“Iam　not　despondent　however　because　I　know　that　even　if　I　fail　to　make
my　way　such　failure　proves　very　little．　I　shall　try　myself　against　the　powers
of　the　world．　All　things　are　inconstant　except　the　faith　of　the　soul，　which　changes
all　things　and　fills　their　inconstancy　with　light．　And　though　I　seem　to　have
been　driven　out　of　my　country　here　as　a　misbeliever　I　have　f（）und　no　man　yet
with　a　faith　like　mine．，，（13）
おのれの魂のみを信じ，敢然として現実に立ち向かう，悲壮なまでに孤勢な，
そしてまたaloofな精神の息吹きが，ここには脈打っている。
皿
　現存するのはその一部であり，また全面的に書き改められたとは云え，
｛‘oortrait”閧｢わば草稿としての“Stephen　Hero”が残っていることはわれわ
れにとって幸である。この二つの作品を読み比べてみてまずわれわれの注意を
惹くのはその分量の違いである。1905年に第24章まで書き終ったときにはな
お，Joyceはその後に39章も続ける積りであったと言われている“Stephen
Hero”に対し，“Portrait”は全篇がわずか5章に分けられているにすぎず，頁
数にしても282頁にすぎない。つまり“Stephen　Hero”の現存部分は1905年ま
でに書き上げられた24章のうち，第15章の中途から後の部分と，その後書き
加えられた第26章までの前半にすぎないのであり，内容からみると“Portrait”
の最後の章（第5章）にほぼ相当するところの，Stephen　DeadalusのUnlversity
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College時代の事を扱った部分であるが，それだけで分量は“Portrait”全体に
匹敵する程である。当然われわれの関心はこれ等二つの作品の手法及び構成の
相違点に向けられるのである。
　現存する“Stephen　Hero”のeditorであるTheodore　Spencerは，みずか
ら“Sptephen　Hero”にintroductionを付して，その中で次の如く言っている。
　rJoyceがその初稿（現存の“Stephen　Hero・”を指す）を放i棄して，こんな
　風（“Portrait”においてJoyceが用いた手法）にその素材を書き改めた時，
　われわれはもち論Joyceの目ざしていたものを容易に理解できるのである。
彼は節約（economy）を目標としていたのであり，行為の中心を出来るだけ
　主人公の意識の内側に置こうと試みていたのである。これを行なうために彼
　は，明らかに挿話または人物を次から次に客観的に提示するという方法一
　それは結局“Portrait”の方法というよりは“Dubliners”の方法である一を
　犠牲にしようと決意したのであった。その結果として“Portrait”には初稿よ
　りも，もっと多くの強度と集中と，もっと制御された焦点とがあるのだ。」（14）
（下線筆者）
　この言葉をそのまま受け容れるにはなお，若干の抵抗を感じるにせよ，卓見
と言うべきである。つまり“Stephen　Hero”の場合にJoyceは，主人公Stephen
Deadalusを，彼をとり巻く環境の中において，一応客観的に提示しようとして
いるのに対し，“Portrait”の場合には，主人公Stephen　Deadalusの意識に焦
点をしぼって彼の意識の覚醒から自我の確立に至る推移・発展にのみ力点を置
き，「行為の中心を出来るだけ主人公の意識の内側に置こうと試みた」のであ
った。その結果として語の「節約」という現象があらわれて来たのであって，
それが最初からの目標であったというよりはむしろ，結果ではなかったかと考
えられるからである。
　ともあれここで・“Stephen　Hero”と内容上ほぼL致する“Portrait”の第5
章との描写を比較して，その相違点を明らかにする必要がある。
　まず“Stephen　Hero”において詳細に描写されているにもかかわらず，“Por－
trait”においては全然語られていないことがらが数箇所あるということである。
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たとえば，
　①Stephen　Deadalusと，彼の弟Mauriceとの関係について。
　“Stephen　Hero”においてはかなり詳細にMauriceとの親しい会話がrealな
筆致で描かれており，MauriceはDeadalusにとっては，自己を芸術家として
確立するためには不可欠な存在となっている。た・とえばStephenが友人の
Cranlyと宗教について話し合った後で，彼はそのことをMauriceに報告して
彼の意見を聞くのであるが，MauriceはこのようにStephenにとっては良き
話し相手であり，良き批判者としての存在であるが，“P・rtrait”においてはそ
の役目は全面的にCranlyやLynchなどの友人に負わされてしまって，　Mau。
riceの名前さえも言及されていないのである。
　②Mr．　Daniel家の描写。
　Stephen　Deadalusが始めてEmma　Cleryと出会った場所が，このMr．
Daniel家の客間であった。彼女と会った事が実は，その後のStephenの精神
的な成長に大いに影響を及ぼしているのであり，その意味で彼女のこの作品に
おいて占める地位は重要である。実際，“Stephen　Hero”においてはかなり具
体的に彼女は表現されているのであるが，“Portrait”においては彼女の描写は
極めて希薄になっており，Mr・Daniel家での出合いや，・その場所の描写は完全
に消失している。
　③母親にlbsenの偉大さを説き，母親をIbsenistに変えようとする彼の
努力の描写。
　④妹Isabelの臨終の描写。
　“Portrait”においてはIsabelの名前さえ表われていないが“Stephen　Hero”
においては，かなり詳細にIsabelの臨終の様子がpatheticに描かれており，
読者の注意を惹いている。Stephen　Deadalusに人生のfutilityを悟らせる一瞬
であり，カトリシズムからの離脱の襖機となった出来事であることは前述の通
りである。　　　　　　　　　’
　次に“Stephen耳ero”と“Portrait’｝、，の二つの作品において共に語うれては
いるが・その捕写匹おいて著しく異なる個所がある・・たとえば・・；
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　①Stephen　DeadalusがEaster　dutyを行なうようにという母親の諌言を拒
否する場面。
　“Stephen　Hero”においてはStephen　Deadalusと母親とのdialogue形式で，
直接的に，またかなりdramaticに表現されている。しかるに“P・rtrait”にお
いてはStephen　Deadalusが友人のCranlyに報告するという形式であり，その
量は極めて短縮されている。次の如きわずか数行のうちに間接的にそれは伝え
られているのみである。
　‘‘－Cranly，　I　had　an　unpleasant　quarrel　this　evening．
　－With　your　people？Cranly　asked．
　－With　my　mother．
　－About　religion～
　－Yes，　Stephen　answered．
　After　a　pause　Cranly　asked：
　－What　age　is　your　mother？
　－Not　old，　Stephen　said．　She　wishes　me　to　make　nly　easter　dutv．
　－And　will　you？
　－Iwill　not，　Stephen　said．
　－Why　not？Cranly　said．
　－Iwill　not　serve，　answered　Stephen．（15）
つまり読者との関係は第二次的な次元に押しやられているのである。，いわば劇
中劇の表現となっているのである。
　②Stephen　Deadalusの家族及び友人の描写。
　“Stephen　Hero”においては具体的に，個性を持っている人格として描かれ
ているのに対して，“Portrait”においてはすべてがStephenの意識に映じた像
として描かれている。つまり彼をとり巻く環境は彼の意識の中に解消されてい
るのであり，彼の「意識の行為」が描写の中心になっているのである。
　③特に著しい例としてはMiss　Emma　Cleryの描写において見られる。
　Irene　Hendry　Chayesによれば，　Joyceの女性に対する認識は，　the　Virgin，
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the　Temptress，　the　motherの三つの型しかなかったという（16）。　Emma　Cleryは
明らかにthe　Temptressとして描かれているのである。二人の出合いの当初に
おいてすでに“When　he　helped　her　into　her　jacket　she　allowed　his　hands　to　rest
f｛〕r　a　moment　against　the　warm　flesh　of　her　shoulders．”（17）という慣れ慣れしい
態度を彼女はStephenに示し，彼はspiritual　loveとphysical　loveとの間に
苦しむのであった。しかし彼女の肉体はStephenを完全に圧倒するに至る。
“He　c・uld・・t…t・ltify・him・elf・・t・mi・read　th・gleam　i・her　ey・・a・h・1y。。　t。
mterpret　the　rise　and　fall　of　her　bosom　as　a　movement　of　a　sacred　intention．’，（18）
そしてついに彼をして肉体的な愛の妄想に駆り立てたのである。つまり“The
】・ngi・g　f・・am・d・ight・f　l・ve　cam・up・n・him，・d・・perat・willi。gness　t。　ca，t
hi・s・ul・w・y，　hi・life・nd　hi・a・t，・nd　t・bu・y　th・m・11　with　her　u。der　f。th。m、
of　Iust－leaden　slumber・”（19）となり，ついには‘‘Just　live　one　night　together，
Emm・，　and・h・・・…yg・・dby・i・・h・m。mi。g。nd。壱ver、。、ee　ea。h。、her
agam”（20）と途方もない求愛の申し込みを彼に言わせる結果となるのである
が，その過程がrealに，彼女の肉体的な特徴が読者の視覚に訴えるように描か
れている・しかるに“Portrait”においてはEmma　Cleryは単に，　E－，　C－，とい
うcapital　letterによってのみ登場して来るのであって，この事が“Portrait”の
表現・描写法の特質を象徴的に物語っている。ともあれ彼女はStephenの意識
の反映として描かれているにすぎない。“He．．＿．艶eling　that　perhaps　the　secret
°fherracel・yb・hi・d・h・・ed・・k・y・・up・nwhi・hh・・1・・gl・・h・・fl。。g。q。i，k
shadow・”（2エ）にはStephenの意識が前面に強く出されているのであって，彼女
の姿は彼の意識を伝える媒体にすぎないのである。肉体を持った彼女のimage
はそのためにはるか背景に押しやられているのであって，まさに「“Portrait”
においては，開け放たれたドアからの代りに鍵穴からわれわれは部屋の中を見
1ているのであり・……“Stephen　Hero”においてはドアは開け放たれて，すべて
の物ができるだけ見えるようになっているのである。imageを変えて言えば，
おれわれはスポットライトの代りに昼間の光の中で事物を見ているのであ
る（22）。」
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　④Stephen　Deadalusの芸術論の展開の仕方。
　著じるしい相違は展開の場のそれである。つまり“Stephen　Hero”において
はLiterary　and　Historical　Societyにおけるpublic　paperの形式をとっている
が，“Portrait”においてet　Lynchとの対話の形式をとっている。　JoyceがUni－－
versity　C・llege在学時代に上記Societyにおいて“Drama　and　Life”というテー
マでその芸術論を展開した事は伝記により明らかであり，その点“Stephen・
Hero”は，かなりの程度まで自己の経験がそのままの形で再現されているので
ある。“Portrait”においては，　Stephenの芸術を論じるきまじめな態度に対す
るに，それを聞くLynchのユーモラスな態度が対置されている。　Stephenはあ
くまでもきまじめに彼自身の芸術論の展開に余念がなく，Lynchの皮肉まじり
のユーモアに対しては全くの無関心な態度をとっており，むしろ冷淡であると、
さえ言い得るのである。
　‘c－Stop　！Iwon，t　listen！Iam　sick．　I　was　out　last　night　on　a　yellow
　drunk　with　Horan　and　Goggins．　Stephen　went　on：
　－Pity　is　the　feeling　which　arrests　the　mind　in　the　presence　of　whatsoever－
　is　grave　and　constant　in　human　sufferings　and　unites　it　with　the　human　sufferer・
　　　，，（23）
といった具合に，Lynchの態度には全くとり合わずに自己の芸術論を続けるの
である。この態度はまさに，Stephenが自ら規定したところの＿＿“using　for「』
my　defence　the　only　arms　I　allow　myself　to　use－silence，　exile，　and　cunning．”（24）・
という三つの手段のうちのcunningを身につけた態度を示すものである。
　⑤最後に最も重要なStephen　Deadalusについての描写法における著しい一
相違が挙げられる。
　“Stephen　Hero”におけるStephen　Deada！usも，“Portrait”におけるStephen．
Deadalusも共に，　arrogantであり，　proudな人物として描かれているが，
“Stephen　Hero”における彼は更に一層erpoti・nalであり，crudeである。た．．
とえば，Historical　and　Literary　Societyにおけるpublic　paperの草稿を検閲．
したpresidentとの間におけるIbsenをめぐっての芸術論（或は詩人論）の展
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開に，われおれはそれを読みとることが出来る（25）。次の対話にその一端をうか
がうことが出来るであろう。
　　　“（pre・id・・t）－1・h・uld・・t・a・e　f・・any…t・id・ntify　th・id・a・i・y・u・e・・ay
　　with　th・t・a・hing　in・・r　c・ll・g・・We　recei・・thi・c・ll・g・in　t，u、t．
　　くStephen）－But　you　are　not　supPosed　to　be　responsible　fbr　everything　a　student
　　myour　college　thinks　or　says。　　　　　　’
　　－N…f・・u・・e．・・t・…・・b・t，・eadi・g　y・u・e・say・・d　k・・wi・g　y・。　ca・n。
　　from　our　college，　people　would　suppose　that　we　incalculated　such　ideas　her6．
　　－Surely・・t・d・nt・f　thi・c・11・9・　・an・P…u・a・peci・11三…f・t・dy　if　h。
　　chooses・”
という具合に二人の対話は進められて，ついにはpresidentも
　　‘LI・i・very・i・・ere・ti・9－・littl・p・・ad・xi・al・t・im・・and・1i・t1・j。。i。i1。
　　－b・耳hav・been　very　i・t・・e・t・d　i・it。1・m・ure　t・・th・t　wh・n　y・u・・t。di。、
　　have　brought　you　further　afield　you　will　be　able　to　amend　it　so　as　to－fit　in
　　more　with　recognised　facts；Iam　sure　you　will　be　able　to　apply　it　better　then－
　　whe・y・u・mi・d　h・・underg・n・a・・u・・e・f＿＿reg・1・・＿＿t・ai・i・9・and・y。u
　　have　a　larger，　wider　sense　of．．．＿comparison．．．＿
と言おざるを得なくなるのである。・ここにはarrogantでproudな一青年の姿
しかないのであり，これはGeorge　Vに直訴したと伝えられるJoyceのaloof
でarr・gantな精神的傾斜の卒直なあらわれであると見ても差し支えないであ
ろう。これに対して”Portrait“におけるStephen　DeadalusはLynchに対す
る芸術論の展開セ『おいてすでに見た如く，「自らを守る武器としてCunning」な
態度を身につけたStephenであり，相手を何が何でも論破しようとするpas－
sionateな青年ではなく，自己の論理の展開にのみ意を用いるegoisticな青年の
姿である。ということは環境から孤立している孤独をその中に持っている，と
意昧でegoisticなのである。　　　　　　　　’
　　以上，二つの作品におい七特に著しい相違点を数個所にわたって挙げてみた
のであるが，要するに“Stephen　Hero”における描写法は，　dialogub形式を主
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にしているという点で，dramaticであり直接話法的であるのに対して，“Por－
trait”においては，　Stephenの意識の推移に沿って，　epicalな展開を示してお
り，表現は象徴的で，読者に対して間接話法的なところが目立つ。このことは
作者Joyceの対作品態度，つまりは対現実の精神的傾斜の変化のあらわれであ
り，したがってこの変化をわれわれは検討しなければならないのである。
IV
　JoyceはParis　Noteb・・kにおいて芸術を三つの型に分類している。つまり
　　“There　are　three　conditions　of　art；the　lyrical，　the　epical　and　the　dramatic．
　That　art　is　lyrical　whereby　the　artist　sets　f（）rth　the　image　in　immediate　relation
　to　himself；that　art　is　epical　whereby　the　artist　sets　forth　the　image　in　mediate
　relation　to　hismelf　and　to　others；that　art　is　dramatic　whereby　the　artist　sets
　fc）rth　the　image　in　imlnediate　relation　to　others．．．．．，．’，（26）
と書いているのであるが，“Stephen　Hero”においても，“Portrait”においても
以上のParis　Notebookにおける芸術の三つの型の定義を用語を多少変更した
だけの形で，Stephen　Deadalusをして語らしめているのであるが，“Stephen
Hero”においてはepical　formが次のようになっている○‘‘epical　art　is　the　art
whereby　the　artist　sets　f（）rth　his　image　in　immediate　relation　to　himself　and　to
others：”（2マ）（イタリック筆者）ところが“Portrait”においては再び“the　epical
form，　the　form　wherein　he　presents　his　image　in　mediate　relatiQn　to　himself　and
others；”（28）・（イタリック筆者）となっている。
　“Stephen　Hero”が書かれたのは，1905年であり，1903年のParis　Notebook
に極めて接近しているのであるが，“Portrait”に改稿したのは1907年であり，
その後数年の中断期間を経て，恐らくJoyceが“Portrait”の該当部分を書き上
げたのは1915年に入ってからのことだろうと推測されるのであるが，“Stephen
Hero”の相当部分から十年の歳月が流れて後に，再び最初のParis　Notebook
と同じ考えに戻ったことが実は，“Stephen　Hero”と“Portrait”との差，つま
りは現実認識の相違にかかわり合うことなのである。
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　1yrical　formからdramatic蝕mへの推移は，簡単な図式に還元すれば，　sub－
jectiveからobj　ectiveへの推移にほかならない。しかるに文学の特質は対象と
なる客観物の，言葉による描写にあるのであり，素材としての客観物は混沌と
混乱の様相を呈しているのが通例である。ここに芸術家（Joyceの言う詩人）は
「何を」表現すべきであるかという“selective　faculty”カ：要求される理由がある
のであり，また「如何に」描写すべきかという“reproductive　faculty”が要求
される理由があるのである。Joyceの言を借りるならば，芸術家は“standing　in
the　position　of　mediator　between　the　world　of　his　experience　and　the　world　of　his
dreams”（29）であり，したがって芸術家の対象に対する精神的傾斜の度合が，
芸術素材を表現する際の様式を左右する根源となるのである。つまり芸術作品
がlyricalであるか，　epicalであるか，あるいはdramaticであるかということ
は，芸術家の芸術素材に対する精神的姿勢によって決定ずけられる問題である。
したがって芸術家の精神的姿勢を，その作品の提示の仕方（手法・これをstyle
と呼んでもよいであろう）から逆に読み取ることが可能となるのである。
　この意味において“stephen　Hero”と“Portrait”との手法の相違はJoyce
の精神的姿勢の変化を如実に物語るものとして，われわれの興味を惹きつける
のである。
　私は先に“Stephen　Hero”はdramaticであり，“Portrait”ぱepicalである，
と一応定義づけて，この事はもっと仔細に検討する必要があると言った根源は，
実は以上の点に存在しているのである。
　JoyceがStephen　Deadalusセこ仮託して芸術の様式を“lyrical，”“ePical”，
“dramatic”の三様式に分類した時に，　J・yceが考えていたことは単に表現の仕
方ではなくて，むしろ創造する芸術家の情緒的位置と，創造される作品との位
置の関係を述べたのであることは次の言葉から明瞭である。
　‘‘The　simplest　epical　form　is　seen　em6rging　out　of　lyrical　literature　when　the
artist　prolongs　and　broods　upon　hismelf　as　the　center　of　an　epical　event　and
this　f（）rm　progresses　till　the　center　of　emotional　gravity　is　equidistant　from　the
artist　himself　and　from　others．”（30）
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　ここでJoyceは明らかに，自ら“Portrait”に対するおのれの位置（立場）を
述べているのである。つまり“（the　artist）himself　as　the　center　of　an　ep孟cal
event”ﾆはまさに自己を仮託した人物を主人公とするautobiographical　story
が念頭にあったであろうことは想像に難くないのである。とすれば“Portrait”
が果してJoyceの目標とした“the　center　of　emotional　gravity　is　equidistant
from　the　artist　himself　and　from　others”たり得たか否かが問題となるのである。
　ここでわれわれは再び“Portrait”の未尾に
　　Doublin　1904
　　Trieste　l914
と記されているにもかかわらず，実は現在の“Portrait”ぽ1907年以後にその
草稿とも見られる“Stephen　Hero”が完全tlこ書き改められたものであったとい
う事実を思い起すことが必要である。つまり“Stephen　Hero”を“Portrait”に
書き改めたJoyceの，おのれの作品に対する位置，つまり現実に対する精神的
傾斜の度合が変化したことが，Joyceをして“stephen　Hero”を書き改めさせ
た原因となったのであると見られるからである。では一体それはどのような変
化だったのであろうか。
　“Stephen　Hero”と“Portrait”における描写の違いについてはIIIにおいて
述べた通りであるが・“stephen　Hero”を執筆した当時（1904～1906）のJoyce
は一途にダブリソから逃れてヨー一　Pッパ文明の中心地に走ろうとする意図があ
ったのti’った。ダブリンは彼にとっては“the　center　of　paralysis”に他ならなか
ったから。他に対してはarrogantであり，社会に対してはal・ofな姿勢を保っ
ていたJoyceにとって，したがってダブリンは甚え難い嫌悪の対象でしかなか
ったことであろう。自らをexileへの方向に押しやるしか，自らを救う手段は
なかったと思われるのである。Joyceのこのような姿勢が実は，“Dubliners”
をしてあの独特なrealisticなstyleたらしめたのであった。それは，主人公に
も，また彼をとり巻く環境のいずれにも加担することなく，対象をつき離した
厳しい現実批判の態度から生じたstyleである。この意味においてそれは“Por－
trait”に通じる作品であると言うことができる。ただ相違する点は‘‘Dubliners”
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においては，ダブリンからの，ひいては祖国アイルランドからの離脱の意志が，
そのmotifになっているのに対して，“Portrait”においてはそれが，逆の方向
に走っている，という点である（このことについては後に述べることにする）。
　ところで以上のように“Dubliners”と“Portrait”は，対象に対する作者の
姿勢という点については同質の作品と見倣されるのであるが，まず“Stephen
Hero”に戻ってこの観点から考察しなければならない。
　上述のように“stephen　Hero”創1乍当時のJoyceの精神的姿勢はexileの方
向に傾いていたことは手紙や，当時書かれたessaysを一読すれば明瞭であるQ
それは後に“Portrait”においてStephen　Deadalusをして言わしめた“nation－
ality，1anguage，　religion”からの脱出へのひたすらな努力の状態であり，おの
れを，おのれの属する社会から隔絶し，無限の孤独へと押しやる道程であった。
このことはJoyceの徹底したarrogantな性癖とaloofな対現実姿勢からの必然
的結果であるとはいえ，個人が堪え得る限界をはるかに超えるものであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’そこにJoyceの芸術の本質があったのである。つまり芸術は彼にとっては単な
る，現実からの逃避ではなくして，彼の存在の根底にあってそれを支えるすべ
てであり，人生そのものでもあったのだ。いわばそれはカトリシズムに代って
人生を支配する大義であったのだ。そこに彼の“Iwill　not　serve　that　in　which
Inb　longer　believe，　whatever　it　call　itself　my　home，　my　fatherland，　or　my
church：and　I　will　try　to　express　myself　in　some　mode　of　life　or　art　as　freely　as　I
can　and　as　wholly　as　I　can，　using　f（）r　my　defence　the　only　arms　I　allow　myself　to
ulie－silence，　exile，　and　cunning”という一見逃避の外見を装おいながらも，実
は環境に対するmilitantな姿勢が生ずる由因が存在したのであった。つまり
“lsolation　is　the　first　principle　of　artistic　economy”（31）という信念に到達する姿
勢が，ここに明らかに観取されるのである。もち論Joyceの意図した全体の
ほんの一部でしかない現存の“Stephen　Hero”から，その全容を推測して，
その作品を云々することは非常な独断に陥る危険を含むことは充分承知ではあ
るが，尚敢てその危険を冒して“Stephen　Hero”において彼を動かしたであろ
うmotifを探るならば，それは以上の様な，現実からのひたすらなる脱出，つ
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まり祖国アイルラソド（national三ty，　language，　religionを二切含めて）からの
exileを指向する姿勢であった，と推測されるのである。したがってそこには，
exileとしての自己をいとおしむ切々たる気持が充ちているのであり，環境か
ら離脱せざるを得なかったself－justificationがにじみ出ているのである。つま
りexileの姿勢は自己愛着と表裏一体のものであって，自己を仮託した主人公
Stephen　Deadalusに対して，　Joyceがとり得た距離は極く僅かでしかなく，時
には主人公に密着しているのである。そこには環境に対する批判はあり得て
も，主人公に対する批判は存在し得ず，self－justificationのみが強く働く結果と
なるのである。したがって一見客観的に思われる環境描写が，そこに生じたの
であり，主人公を環境の中に置いて，その相関々係を浮きぼりにする外形的
dramaticな手法が採られたのであった。つまり“Stephen　Hero”における
dramatjc　styleは，むしろJoyceのsubjectiveな姿勢の表出であって，それば
dramaticというよりはexplanatory　styleとでも呼ぶべき質のものである。し
たがって時には次のような冗長な，沈滞した描写が生まれる結果となったので
ある。
　“He　desired　for　himself　the　life　of　an　artist，　Well　！And　he　feared　that　the
Church　would　obstruct　his　desire．　But，　during　the　formulation　of　his　artistic
creed，　had　he　not　found　item　after　item　upheld　for　him　in　advance　by　the　greatest
and　most　orthodox　doctor　of　the　Church　and　was　it　anything　but　vanity　which
urged　him　to　seek　out　the　thorny　crown　of　the　heretic　while　the　entire　theory，
in　acc6・d・nce　with　whi・h　hi・enti・e　a・ti・ti・lif・・w…sh・p・d，・…em。、t，。nv，ni。ntly
f（）rhis　purpose　out　of　the　mass　of　Catholic　theology？　He　could　not　accept
wh・le－h…t・dly　th・・ffe…fP・・tρ・tant　b・1i・f・h・k・・w　th・t　th・lib・・ty　it　b・a・t・d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■of　was　often　only the　liberty　to be slovenly in　thought　and　amorphous　in　rituaL
．．．．，．（32）
　つまり“stephen　Hero”は’Joyceの言う“epical　condition”ではなくして，
むしろ情緒が芸術家自身との直接の関係において提示されたところのIyrical
conditionに近いものであると言うことが出来るだろう。
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　次に“Portrait”の場合，　Joyceの姿勢はどのような変化を遂げたかを考察す
る段階であるが，前にもふれた如く“P・rtrait”への改稿の前に，“Dubliners”
中の異色作ぐThe　Dead＞が介在しているのでまず，この作品における変化を簡
単に考察しなければならない。
　〈The　Dead＞が着想されたのは1906年であるがその完成は翌1907年であり，
満一年が完成までに費やされている。ところでこの作品を執筆当時のJoyceは
異郷にあって相変らずの貧窮にさいなまれながら職を転々し，一方〈The　Dead＞
以外の，すでに完成されていた作品を収めた“Dubliners”の出版がGrant
Richards社から拒否され，続いて“Chamber　Music”を出版してくれたElkin
Mathews社からも，“Dubliners”の出版ぱ拒否されたのであった。要するに異
郷にあって妻子を抱え，万事思うにまかせぬ事情の中にあるからといって，exile
としての境遇はJoyce自ら選んだ道であるが故に，　arrogantなJoyceにとって
は今更祖国アイルランドに婦ることは，生きながら死の状態に陥るに等しいこ
であったろう乏思われる。ここにJoyceは是が非でもexileとしての自己の地
位を自ら再確認せざるを得ない立場に追い込まれた要因があったのだろうと思
われ’驕B〈The　Dead＞はこのような事情のもとに着想され，完成されたもので
あった。主人公Gabriel　Conroyは，もし亡命しなかったとしたらかくもなっ
ていたであろうと思われるJoyce自身の投影であり，妻Grettaはしたがって，
NOraの投影であるという設定は明らかであって，　Joyceがこのような設定を
試みたことは，exileとしての自己の位置を再確認しようという試みが，　para－
doxicalな形式によってではあるが，あったことを示すものである。いやむし
ろJoyceのarrogantな性質の故にparadoxicalにならざるを得なかったので
ある。
　Misses　Morkan邸のpartyで“And　haven，t　you　your　own　land　to　vlslt……
that　you　know　nothing　of，　your　own　people，　and　your　own　country？”（33）と言っ
てGabrielを皮肉に攻めるMiss　Molly　IvorsはEmma　Cleryの後身であると見
倣される。この間に対して，“0，to　tell　the　truth，．＿．．1’m　sick　of　my　own　coun－
t「y，sick　of　it”（34）と苦しげに答えるGabrie1は，もしも亡命しなかったなら祖
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国アィルラソドを憎悪しながらも，どうにもならぬ破目に陥ってロ申吟していた
であろうJoyceの状態にほかならないのである。それはまた，現実において
祖国を捨てたJoyceが異国の土にあって，　arrogantであうaloofであるが故に
吐く祖国アイルランドへの思慕の情の屈折した表現ではなかったろうか。
Misses　Morkanのpartyが終って妻Grettaと深夜（明方に近い）の町を馬車を
とばして，あるホテルのドアの前に立った時，彼Gabrielの感じたのは，“they
〈Gabriel　and　Gretta）had　escaped　from　their　lives　and　duties，　escaped　from　home
and　friends　and　run　away　together　with　wild　and　radiant　hearts　to　a　new　adven－
ture・”（35）という感じであって，ここには“Stephen　Hero”tlこ見られるような，
環境への峻烈な批判もなく，militantな態度もない。それは使命を果し得な
かった座折感から生じるparalysisの状態である。そしてそのparalysisは，
戸外にかすかな音をたてながら降る雪に象徴されているのである。“His　soul
swooned　slowly　as　he　heard　the　snow　falling　faintly　through　the　universe　and
faintly　falling，　like　the　descent　of　their　last　end，　upon　all　the　Iiving　and　the
dead”，（36）と書かれてあるが，　paralysisは生ある者の上にも，死せる魂の上に
も同じように覆いかぶさるのであり，彼にとって残された唯一つの道は，“to
set　out　on　his　journey　westward”（37）だけであったのだ。“westward”とは
Grettaの故郷Connachtであり，それはNoraの故郷Galwayと二重うつし
になっていることは明らかであり，そこに象徴されるものは，亡命地トリエステ
かちはるかに偲ぶ祖国アイルランドにほかならなかったのである。おそらく
‘‘she　time　had　come　fo「him　to　set　out　on　his　journey　westward”という文を，
J・yceは祖国への切々たる思慕の情をこめて書いたに違いないのである。彼は
祖国への回帰の姿勢をとったのであり，しかもなお，回帰の姿勢をとりつつも，
もし亡命しなかったら，という設定のもとに自己を作品に投影することによっ
てexileとしての自己をみつめ，自己を客観化する目をかち得たのであった。
そこに主人公に加担しながらもなお，“Stephen　Hero”とは違う，そして
‘‘cubliners”中の他の作品とも異質な，独特のrealismが生じた要因があった
のである。
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V
　Richard　Ellmannによれば，　Joyceが‘‘Stephen　Hero”を全篇5章より成る
“Portrait”に書き改める決心をしたのはLucia誕生直後，つまり1907年7月
以降のことであった（3s）。彼がこのような決心をしたについては，芸術作品の誕
生は母の愛情と同じように，苦悩を伴なわなければいけないのであり，それま
での作品は余りにも容易に生み出されたものであって，したがって真の芸術作
品の持つ要素の一つを欠乏しているが故に彼はそれ等に不満を感じて“the
obstacles　in　the　form　of　a　most　complicated　pattern”を発見したからであった，
とEllmannは言っている（39）。このような考えがLucia誕生の直後に実行に移
されて‘？ortrait”になったということは，多分にLucia誕生の際のNoraの難
産がJoyceの思考に影響を与えたものと考えられるのであるが，ここで重要な
ものは“amost　complicated　pattern”とは何かということである。それこそが
実は“Portrait”の主要なmotifとなっていると見られるからである。
　結論から先に言うならば，それは混沌とした感覚的な状態から強烈な自我に
目覚めるまでの過程のpatternである。それはStephen　Deadalusに投影され
たJoyceの思想形成の過程にほかならない。したがってそのclimaxはカトリ
シズムから離脱して，自らを芸術家として再生する点にある。その構成は淫売
婦と犯した「情欲の罪」に陣吟し，religiOUS　retreatにおけるreCtOrの具象的
な地獄についての説教に怖れおののき，自己をカトリシズムの厳しい戒律に従
わせて，カトリック信者としては最高の僧職という地位につくことをrectorか
ら勧められる，という風に物語はカトリシズムとの関係においてStephen
Deadalusの自我意識を中心として劇的な上昇をたどるのであり，ここで物語は
次の第二の展開部に移るのである。すなわち，Steaphen　Deadalusはこれを拒
絶してその直後におのれの名前をギリシャ神話の工人と，P一マのキリスト教
の殉教者の復合symbolとして突如自覚して，流れの中に立つ少女に現世の美
を発見し，カトリシズム信仰からの決定的な離脱が達成されるのであるが，こ
こにこの物語のclimaxがあるのであり，以下第5章は芸術家として目覚めた
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自我が，その使命を自覚するに至る過程であって，いわばepilogueの部分であ
り，“01d　father，　old　artificer，　stand　me　now　and　ever　in　good　stead”というカト
リシズムの神ならぬ芸術の巨匠への祈りで終っている。つまり“Portrait”にお
けるmotifは，カトリシズムからの離脱即芸術家としての再生ということであ
り，このpatternがJoyceの投影としてのStephen　Deadalusの意識を通して
象徴的に表現されているのである。したがってここに定着されている芸術家の
魂は，‘‘His　sould　had　arisen　from　the　grave　of　boyhood，　spurning　her　grave－
clothes．　Yes！Yes　！Yes！He　would　create　proudly　out　of　the　freedom　and
power　of　his　soul，　as　the　great　artificer　whose　name　he　bore，　a　living　thing，　new
and　soaring　and童mpalpable，　imperishable，”（40）という高揚した精神であり，又
‘‘nlife！Igo　to　encounter　for　the　mi11ionth　time　the　reality　of　experience
and　to　f（）rge　in　the　smithy　of　my　soul　the　uncreated　conscience　of　my　race．，，（41）
という使命観にあふれる魂であったのだ。
　Joyceが“Stephen　Hero”セこおいて目ざしていたもの（それはarrogantで
aloofな精神が，環境に対してmilitantな態度を持して，それから離脱する過
程であった）から芸術家としての再生それ自体に移ったところに描写の違いが
生じた一つの原因があったのだ，と見ることが出来る。つまり“Portrait”にお
いては環境の描写はStephen　Deadalusの意識とのかかわり合いがある場合に
限ってのみ，したがって最少限にしか必要でなかったということなのである。
っまり，環境は遠く背景に押しやられて，作者の投影であるStephen　Deadalus
の意識の推移が中心になったのであり，情緒の中心としておのれを見つめ，且
っ表現しようとする自己は，他と等距離に立ち得たのであって，したがって
Joyceの言うepicalな作品と呼ぶことが出来るのである。
　われわれは更にJoyceがぐThe　Dead＞において示したアイルランドへの回帰
の姿勢がこの傾向を強めた要因になっていることを見逃すことは出来ない。
1907年当時のJoyceのアイルランドに対する感情は，当時のトリエステで行
なわれたイタリー語での講演“lreland，　Island　of　Saints　and　Sages”に如実に表
現されているのである。“This　exalted　title　was　not　invented　yesterday　or　the
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day　bef（）re．　It　goes　back　tQ　the　most　ancient　times，　when　the　island　was　a　true
fbcus　of　sanctity　and　inte】lect，　spreading　throughout　the　continent　a　culture　and
avitalizing　energy・”（42）と言って，アイルランドの歴史を説きおこした時，現
実のアイルラソドではなくして過去のアイルランドの讃美にその屈折した思慕
の清を託さざるを得なかったJoyceの胸中が余す所なく吐露されたのであっ
た。それはもち論，Sinn　Fein党の愛国心とは異質のものであった。　Joyceが
Sinn　Fein党に通じる過eW　nationalistsに同意できなかったことはすでに，　Uni－
versity　Collegeの学生時代からであって，そのことは“Stephen　Hero”におい
ても，“POrtrait”においても明らかにされているところである。そのaloofな
性格のため自らexileの境遇を選び，現実にぱ出版社との確執に悩み，妻子を
抱えて路頭に迷うようなBohemian　lifeを送らざるを得なかったJoyceにとっ
て，アイルラソドへの回帰の姿勢が上述のような屈折した形をとったことは理
の当然と言えるかもしれない。すでに学生時代に“atrue　focus　of　sanctity　and
intellect”を，そしてその‘‘vitalizing　energy”を芸術家的本能とでも言うべき
ものによって感得していたからこそ過激nationalistsのグループとも分かれて，
孤独の道を歩まざるを得なかったのであろう。そしてこの感得が現実のアイル
ラソドに対比されたときに，強烈な現実批判となって表現されたのが“Stephen
Hero”であり，その後数年のexileとしてのBohemian　lifeの現実の壁につき
当った時，Noraの愛情を通して得たものが“the　uncreated　conscience　of　my
「ace”ﾅあり，そしてそれによって‘‘He　would　create　proudly　out　of　the
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able”という芸術家としての自己再生の認識となったのでなかったろうか。し
たがって“Portrait”においてはもはや“Stephen　Hero”に見られたあの厳し
い現実批判が影をひそめ，芸術家としての自我認識の過程がそのmotifとなっ
たのであり，そこに“Portrait”の持っどこか空虚な抽象的且つ象徴的な表現形
式となった根源が存在するのではなかろうか。そしてそれがまた，“Por亡rait”
をしてautobiographyならざるfictionをその中に含むところのautobiographi－
cal　stOryたらしめた客観性の根源でもあったのだと思われる。つまり冒頭にお
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いて述べたところの
　　　Doublin　l　904
　　　Trieste　lgI4
というficti・nは，十年後を期してアイルランドを去ったarrogantでaloofな
青年Joyceがアイルランドへの回帰の姿勢をとった自己に対して，　exileとし
ての境遇に身を置くことを余儀なくされた自己を再認識させざるを得なかった
為の必然的なfictionであり，このことに実は“Portrait”の性格が端的に表現
されていると言っても過言ではない。そしてこのfictitiousnessが次の“Ulysses”
へと更に大きく発展していったのである。
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